
　

※費用が掲載されていない場合は、無料です。日時 場所 内容 対象 申込み 問合せ TEL費用 共催 後援 主催定員 メール 共 後

聴　者：聴覚に障がいがない人

ろう者：音声言語を獲得する前に失聴した人

UDトーク：音声認識・自動翻訳をリアルタイムで文字化するアプリ

聾学校：聴覚に障がいのある子どもたちのための特別支援学校

補聴器：聴力が低下した人が音を聞き取りやすくするために
　　　　使う医療機器

ちょう しゃ

ろう がっこう

用 語 説 明

子育て支援の“ファミリー・サポート・センター”援助会員募集
＼子どもが好きな方、地域の子育てに力をお貸してください！／

令和８年２月17日㈫
２月20日㈮
２月27日㈮

日　時
午前9時30分～午後3時
午前9時30分～午後3時30分
午前9時30分～午後4時

1日目
2日目
3日目

　「保育所の迎えが間に合わ
ない時に代わりにお迎えを
お願いしたい」「用事を済ま
せる間だけ子どもを預かっ
てほしい」といった保護者
の方をサポートする、援助
会員を募集します。（有償）
　援助会員講習会を右記の
日程で行いますので、この
機会にご参加ください。

あじさい会館６階　展示室
ファミリー・サポート・センター事務局
　042-730-3885
　 famisapo@sagamiharashishakyo.or.jp ホームページ

3日間の受講が必要です。（要予約）

　さまざまな能力・特性・価値観を持った人々が協力し、仕事を進める現代。
職場でのコミュニケーションに課題を感じる方も多いのではないでしょうか。
　今回取材した三菱UFJビジネスパートナー株式会社は、JR相模原駅前に本社
を構え、身体・知的・精神などに障がいのある社員が在籍社員の８割を占める
企業です。そのなかでも聴覚に障がいのある方が多く働く「業務第二部」で、
聴覚に頼らないコミュニケーションの秘訣をうかがいました。

　7年前にこの部署に異動してきたときは、
まったく手話ができませんでした。異動し
てみて、手話は業務上必要な言語だと思い、
毎週横浜まで手話を習いに行きました。
　ある程度は使えるようになりましたが、
それでも分からないことも多い。部下の
伝えたいことを分かったふりしないよう
気を付けていて、「もう一度！」と何度も
手話をやり直してもらっています（笑）

　小学部から高等部まで聾学校に通って
いて、昨年の4月に新卒で入社しました。
手話で会話する人のなかで育ったので、
入社後、聴者の方とどのようにコミュニ
ケーションを取ったらいいか悩みました。
　でも、聴者の方が手話を習って私たちと
コミュニケーションをとろうとしてくださ
る気持ちがうれしかったし、自分自身でも
「口元が見えるようにマスクを外してほしい」
などなるべく気持ちを伝えるようにする
ことで、少しずつ慣れてきましたね。　

　私は補聴器をつけているため、聴者から「補聴器を付けているから
聞こえるだろう」と話しかけられることがあります。内容をはっきり
聞き取れるレベルではないので戸惑いますが、戸惑うだけではなく、
自分の状況を伝えるようにしています。
　周りのことを考えながら、自分の意見を伝えることの大切さを社会人
になって学びましたね。
　ろう者でもコミュニケーションの取り方はそれぞれなので、「聴覚
障がい」といってもそれぞれ状況が違うことを知ってもらえると嬉しい
です。

　社員にはなるべく自分たちで考え、行動してもらっています。社内だ
けで使う用語には手話がないので、手話を使う社員にオリジナルの手話
を作ってもらうことも。
　どんな仕事でも同じかもしれませんが、お互いの話を8割くらい理解
して「分かったつもり」になっているとトラブルが起こります。

　特にわが社は、コミュニケーション方法が千差万別。
それぞれに合ったコミュニケーション方法を探して、
伝え合う必要があります。

　コミュニケーションで気を付けているのは
「肯定する」「非難しない」そして「対話をあきらめ
ない」こと。
　人生いろいろあるけど、会社にいるときくらい
元気ハツラツに過ごしてもらいたい。そうなる
ような環境を目指しています。

　聴者に自分の想いを伝えるのはなかなか大変なことで、ろう
者のなかには「どうせ分からないだろうな」とあきらめてしま
う人もいますし、聴者も同じように感じる人もいると思います。
　私が心掛けていることは、そこで気持ちを折らないこと。
せっかくいろいろな人が働いている職場
なので、どんどんコミュニケーションを
とって世界を広げていきたい。お互いが
「理解したい」と向き合う姿勢が、大事だと
感じています。

ろう者と聴者が参加する会議では、UDトークで会話内容をリアル
タイムで文章化し、モニターに表示している。マイクを使い、誰が
話しているか分かるように工夫することも。
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業務第二部長　中村　淳 さん（聴者）
なかむら じゅん

真庭　結生 さん（ろう者）

鈴木　駿太 さん（ろう者）
すず き しゅん た

須川　八重子 さん（ろう者）
す かわ や こえ

ま にわ ゆ い

会 議 風 景

2025年
12月号

252号

　「社会福祉協議会（社協）」は、市民の皆様とともに、福祉のまち
づくりを進める社会福祉法に位置づけられた民間団体です。皆様からの
寄付金、賛助会費、共同募金に支えられています。
発 行　社会福祉法人相模原市社会福祉協議会
〒252-0236 相模原市中央区富士見６丁目１番20号 あじさい会館内
電話 042－730－3888　FAX 042－759－4382
電子メール　 info@sagamiharashishakyo.or.jp
ホームページ https://www.sagamiharashishakyo.or.jp/

にこまるの部屋

ブログ・インスタグラム・Xでも情報発信中！

相模原市社会福祉協議会　広 報

にこまるにこまる
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相模原市社会福祉協議会　広 報2025年（令和７年）　12月１日 252号

　職種：地域福祉推進員（週５日７時間勤務・月給24万）
　　　　地域福祉支援員（週４日勤務・時給1,287円）　ほか　
　詳しくは市社協ホームページをご覧ください。

ファミリー・サポート・センター事務局
　042-730-3885
　famisapo@sagamiharashishakyo.or.jp

10代20代女性のための居場所「ふたばRooｍ」
　出入り自由で気軽に参加できる場所です。12月は市保健師が「健康相談」を担当。
女性のからだのお悩みも相談できます！

12月19日㈮　午後5時～ 7時
南区地域福祉交流ラウンジ（ボーノ相模大野2階）
ハンドメイド、カードゲームや飲み物の提供
直接会場にお越しください。
※健康相談は申込優先（二次元コードよりお申込みください）
南区事務所　　042-765-7065 　　minami@sagamiharashishakyo.or.jp 

中央区：あじさい会館
南　区：南保健福祉センター

（電話でご予約ください）

12月12日㈮  午前9時30分～

2月17日㈫  午後1時30分～
令和８年

会　場日時（1時間程度）

　日常生活にお困りの方に対し、掃除や洗濯、買い物などの家事援助や、通院、
散歩の付添いなどを担っていただく、協力会員の入会説明会を開催します。

※城山・津久井・相模湖・藤野地区は、随時、説明会を実施します。
　詳しい日程は、お問い合わせください。
市民活動係　　042-756-5098

地域で子どもの育ちを支えるボランティア養成講座開催！
　乳幼児の見守り・障がい児の登下校付添い・子ども食堂・無料学習支援などの
実践報告とボランティアの心得などをご紹介します。

12月20日㈯　午後１時30分～４時
相模原市民会館２階　第２大会議室
12月17日㈬までに右の二次元コードまたは電話にて

中央ボランティアセンター　　042-786-6181 

聞こえない、聞こえづらいってどういうこと？
～心でつながるコミュニケーション～
　聴覚に障がいのある方との交流を通じてコミュニケションツールを学びます。人と
のつながりを深める手話に触れ、コミュニケーションの大切さ、新たな気づきや視野
を広げてみませんか？（先着24名）

令和８年１月20日㈫　午後1時30分～ 3時30分
緑区合同庁舎２階　情報交換ルーム
緑ボランティアセンター　　042-775-1761

傾聴ボランティアセミナー開催！～聴くからはじまるボランティア～
令和８年２月16日㈪　午後２時～４時
南保健福祉センター２階　高齢者交流室
市内在住の傾聴ボランティアに興味のある方（先着30名）
南ボランティアセンター　　042-765-7085(12月１日より受付開始）

相模原市自治会連合会　　042-753-3419

自治会って知ってる？
日ごろからの地域の交流が
災害時の助け合いに大きな力となります。
地域の絆を強め、安全で安心な
住みよい地域を一緒に作りましょう。

相模原市社会福祉協議会 検索

『ふれあいサービス協力会員』入会説明会　参加者募集

年齢：20歳以上
資格：不要
謝礼：活動1時間
　　　800円

ホームページ

第56回相模原市社会福祉大会
「みんないいひとの日」を開催しました

～受賞された皆さま、おめでとうございます～

　11月１日㈯、ボランティア活動やご寄付等により地域福祉に貢献された方に
お集まりいただき、表彰と感謝の集いを開催しました。
　お楽しみコンサートでは、今年度創部50年を迎える県立相模原高等学校
マンドリン部42名が演奏を披露し、会場を盛り上げました。

特別表彰 7名・4団体

【永年にわたる、地域福祉の推進により】
◇ボランティア・ネットこもれび 様　◇まるさきランド 様
【永年にわたる多額の寄付により】
◇株式会社村内ファニチャーアクセス相模原店 様
◇公益社団法人神奈川県LPガス協会相模原支部 様
【永年にわたる市社協役員としての地域福祉推進により】
◇飯沼　　守 様　◇小池　和代 様　◇髙橋　孝雄 様
◇竹田　幹夫 様　◇石川壽々子 様　◇赤間　芳子 様
◇茅　　弘秋 様

一般表彰　125名・13団体　　感謝　29名・31団体　

クレジット決済で市社協へ
寄付ができます！

認知症高齢者介護のつどい
「ほっとタイム」

①12月２日㈫、令和８年１月７日㈬、
　 2月３日㈫
②12月４日㈭、令和８年１月６日㈫、
　 2月６日㈮
①②いずれも、午前10時30分～正午
①けやき会館3階　市民活動サポートセンター会議室
②南保健福祉センター 2階　情報交換ルーム
認知症の御家族の介護にお悩みの方等、
誰でも参加できます。
認知症高齢者家族の会　友知草の会（担当：徳田）
　 090-6044-5679

　寄付決済サービス「Syncable（シン
カブル）」を通じて、スマートフォン、
パソコンなどからクレジット決済等
で寄付ができるようになりました。
【寄付の主な活用】
〇子どもの居場所支援団体への支援
〇地域の福祉活動団体への支援
〇福祉教育の推進
※二次元コードより
　ご覧ください。
　総務課
　　042-730-3888

　行政書士・司法書士・税理士・社会福祉
士による成年後見制度利用などの相談会

成年後見専門相談を開催

①12月 4日㈭　②12月11日㈭
③12月18日㈭　④12月25日㈭
午後２時～３時
制度の利用を考えている方、親族
後見人等として市内で活動する方、
福祉職として成年後見制度に関わ
る方等(１組30分間)
①④南保健福祉センター
②③あじさい会館
電話による事前申込み　

　弁護士による財産・相続・人間関
係の困りごと・成年後見制度利用な
どの相談会

権利擁護相談を開催

　司法書士による講座「知って納得！成年後見制度」＆弁護士・行政書士・税理士・
社会福祉士による無料相談会を開催します。

『成年後見制度市民公開講座＆無料相談会』開催

12月13日㈯
市民公開講座：午後１時30分～　無料相談会：午後３時～
緑区合同庁舎
二次元コードまたは電話による事前申込み　

相模原市社会福祉協議会非常勤職員募集

12月23日㈫
令和８年１月27日㈫
午後1時20分～４時
高齢者・障がいのある方とその家
族や関係者(１組40分間)
あじさい会館
電話による事前申込み

ホームページ

自治会紹介マンガ

さがみはら成年後見・あんしんセンター　　042-756-5034

県立相模原高等学校マンドリン部


